令和２年度１１月邑南町農業委員会総会議事録
　　　　　　日時：令和２年　11月24日（火）　
　　　　１３時３０分～　　　　　　　
　　場所：邑南町役場　大会議室　　　

　　　　　
出席農業委員　１２名（欠席１名）
	１　古川　初登
	２　三上　孝行
	３　大石　幹夫
	４　高木　敏彦

	５　椿　徹
	６　種　克也
	７　植田　眞二
	８　沖田　浩

	９　日野　静則
	10　宮本　武
	11　末田 麻里江
	12　玄羽　和幸

	13　服部　信彦


出席推進委員　１１名（欠席５名）

	１　山根　悦文
	２　三刀　待夫
	３　丸原　博幸
	４　日高　英二

	５　小笠原 博文
	６　田中　昭文
	７　和田　保人
	８　北村　豈弘

	９　日高　甚蔵
	10　小笠原 三津夫
	11　小泉　幹雄
	12　森脇　正己

	13　上田　義憲
	14　藤田　兼一
	15　山﨑　勉
	16　和田　清文


議事日程
第１　会長挨拶
第２　議案
· 議案第1号　農地法第３条の規定による許可申請について
· 議案第２号　農地法第４条の規定による許可申請について
· 議案第３号　農地法第５条の規定による許可申請について
· 議案第４号　基盤強化促進法第19条（農用地利用集積計画の公告）について
· 議案第５号　農地法第２条の規定する農地でない土地の証明について
· 報告第1号　農地法第３条の３の規定による相続等の届出について
その他
(1) 邑南町農業振興に関する意見書・具体的項目について
(2) 農業委員会法改正５年後調査について
(3) 研修について
(4) 事務連絡、その他
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	これより第８回邑南町農業委員会総会を開催いたします。
（会長あいさつ）
本日の議事録署名委員ですが４番の高木さんと５番の椿さんにお願いします。
それとですね、本日は３条関係が４件と、４条関係が2件、５条関係が７件と基盤強化法第19条関係28件、法２条関係が2件、法３条の３関係が６件、ということで結構案件がありますけども、特に序盤案件について委員さんの中でもし利害関係のある委員さんがおいでになりましたら採決の時には退出していただくことになりますので、その案件の時には改めて申し出ていただければと思います。

それじゃあ議案第１号の法３条の許可議案、農地法第３条の許可案件について、今月３件、４件、事務局の方から説明をお願いします。

はい、失礼致します。議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、今月は４件です。

申請番号023-11、農地の所在は市木××、登記地目田、面積268㎡、３条無償の所有権移転です。譲渡人は○○○○、譲受人は●●●●です。これは空き家付き付属農地の関係の案件でございます。

続きまして申請番号023-12、農地の所在は高見××、登記地目田、面積962㎡。譲渡人は△△△△、譲受人は▲▲▲▲です。３条の有償の所有権移転です。

続きまして申請番号023-13、農地の所在は中野××、登記地目田、面積3475㎡、同じく中野××、登記地目畑、面積32㎡、３条有償の所有権移転です。譲渡人は□□□□、譲受人は■■■■です。

続きまして申請番号023-14、農地の所在は山田××、登記地目田、面積420㎡、同じく山田××、登記地目田、面積310㎡、３条有償の所有権移転です。譲渡人は▽▽▽▽、譲受人は▼▼▼▼です。

以上４件です。

はい、それでは今事務局の方から説明がありましたが、023-11の案件、担当委員さんが高木委員さん、説明をお願いします。

ご説明を致します。この案件は事務局の方からございました通り、空き家付きの物件でありまして、８月の総会の時に農地下限面積の例外項目として協議していただいたものです。確認再度したんですが、条件的には特別変わっておりません。水路のすぐ側のところにありまして、水はけ等の心配もないと聞いております。ただ若干繁茂、草等が繁茂しておりましてなかなかこれを農地にするのはちょっと大変かなあという認識はしております。以上です、よろしくお願い致します。

日高推進委員さん、みえてます。

はい。

すいません、言い洩らしました。先週の日曜日に日高委員とこの物件、見に行っております。言い洩らしました、申し訳ないです。

日高推進委員さん、何か補足をされることはありますか。

何もありません。

分かりました。それではこれより審議に移ります。ご意見のある方、挙手をして発言してください。

ございませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでさっそく採決に入ります。023-11号案件、これを許可相当と認められる方、挙手をお願い致します。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で許可相当と認めることと致しました。

続いて023-12、これは玄羽委員さん、説明をお願いします。

それでは申請番号023-12について説明致します。場所は地図を見ていただきますと、左側の地図になります、県道31号、仁摩邑南線の道路脇にある田んぼでございます。これは△△さんが管理をされておりますが、コスモスを、景観植物ですね、コスモス等を植えられているという田んぼでございます。それで図面を見ていただきますとですね、５条申請地を３条申請地で囲んでいるということになっております。これは５条の方は、３条の方も▲▲さんとありますが、５条申請地の方が▲▲さんのご子息でございまして、ここに住宅を建築ということであと５条の申請になっております。それでこの申請地でございますが、コスモスの栽培等景観植物をやっておられましたので、▲▲さんの話では申請地に水を入れて田んぼに戻すということは難しいということで。この地図の斜め上の方に▲▲さんの住宅がございますが、ここ道路挟んだ向かいに現在耕作をされている、野菜等を作っておられます畑を田んぼに戻して、申請地の方を畑として耕作したいという風に言っておられました。今月の19日に推進委員の日高甚蔵さんと現地の確認と、△△さん、▲▲さんと話をお伺いしました。それで▲▲さんの方の農業機械等も揃っておりますし、経験も豊富でございますし、それからこの関係で周辺の農地への障害が出るというようなこともありませんので。それとチェックシートへも照らし合わせてみましたが問題もございませんでしたのでよろしくお願いを致します。

はい、ありがとうございました。日高推進委委員さん、お見えになってます。補足がありましたら。

特にございません。

はい、ありがとうございました。それでは玄羽さんからご説明がありました023-12の案件について審議に入ります。ご意見ご質問の方、挙手にて発言をお願いします。

ございませんか。
（意見、質問なし）
それではないようですので採決に移ります。023-12の案件について、許可相当と認められる方の挙手をお願いします。
（全員挙手）

はい、ありがとうございました。それでは全会一致で許可相当と認めることと致します。

続いて023-13、これは日野委員さん、担当委員さんですので現地調査の結果を報告ください。

それでは番号023-13番の案件を説明します。まず場所からでございますが、４ページの地図の左の地図を見ていただければ。ちょっと大きい道路がありますが、県道浜田作木線の道路でございます。中野から矢上方面に向かっている道路で、＊＊＊＊というのが地図にあるかと思いますが、そこから矢上方面に向かって100メートルくらい行ったところの、左の道路、左折したところの100メートルくらいの位置にこの現地があります。この現地確認を11月の20日午後、＋＋司法書士さんと推進委員さんの上田義徳さんと現地確認をさしていただきました。譲り渡し人の□□さんは現在ここに書いてありますように福岡にお住まいでございます。そして譲り受け人の■■■■さん、現在日貫です。お二方の関係は□□さんの弟さんと■■■■さんのお父さんが同級生ということで、現在東京にお二人はお住まいでございます。まあ近い時から同級生でとても仲が良かったお二人という風にお聞きをしました。そして譲り受け人の■■■■さんは東京に生まれて育った訳ですが、どうしても邑南町石見、特にお父さんが井原の断魚渓出身ということで、どうしてもこの田舎に住みたいということで、３年前に＃＃の方へ旦那さんと帰ってこられまして、それから今年の８月ですか、邑南町にIターンをされました。そしてその間お父さんと、□□□□さんの弟がいろいろと東京で会われてお話をされておりまして、ちょうど□□□□さんのお家が空き家ということで、□□さんの弟さんから■■■■さんのお父さんの方へ中野に空き家があるからこれをいらんかという話が出まして、すぐ■■■■さんがそれじゃあいうことでちょっと世話をしていただいて今回のような申請に至った訳でございます。そして■■■■さんの叔父さんが今現在断魚にお住まいでございまして、◎◎◎◎さんは断魚で約、田んぼを５反あまり耕作されております。今年の秋にも■■■■さんの旦那さんがそこへ行って稲刈り等草刈り等お手伝いをしておられるということを■■さんの叔父さん、◎◎◎◎さんからお聞きしておりますので、こういった土いじりとか草刈りとか、いろいろこういう仕事が■■さんの旦那さんが好きだということで、◎◎さんもこの13番の案件が成立致しましたら草を刈ったりいろいろと、トラクターあるいはコンバイン等々持ってって農作業を手伝ういうようなことを◎◎さんから11月の20日に私もお話を聞かせてもらっておりますので別段問題はないという風に思っております。そして11月20日に上田推進委員さんとも現地を確認して、チェックシートに照らし合わせてチェックした結果、別段問題ないという風に二人で判断しておりますのでどうかよろしくお願い致します。以上です。

ありがとうございました。上田推進委員さんお見えになってますか。補足ありましたら。

別にありません。

はい、ありがとうございました。それじゃあ今日野委員さんの方からご説明のありました023-13の案件についてただ今より審議に入ります。ご意見、ご質問のある方、挙手して発言をお願いします。

ございませんか。ないようですので採決に移ります。

すいません。これ１筆、かなり面積の大きい、３反５畝くらいある１枚、結構デカい田んぼでなかなかこう、作業されるのに難儀をされるんじゃないか思いますが。この譲り受け人の■■さんは経営面積が全くありませんで、３反５畝の耕作、機械的なものはどうされるんでしょうか。

田んぼは２枚に分かれております。それで機械的なものは先程も言いましたけども■■■■さんの叔父さん、◎◎◎◎さんが現在井原の断魚いうところで田んぼを耕作、６反近くやっておられます。それでそこから田植え機、あるいはトラクター、コンバイン等を持ってきて一緒にやるという風にお話を、■■さんの叔父さん、◎◎◎◎さんからお話をされておりました。

他にはございませんか。

農地の耕作条件というのはこれ、クリア出来るんかいね。

失礼します。今現在経験がないというだけでありますが、叔父さんについても習いながら耕作をしていくということで、従事をしていく方が■■■■さんとその旦那さん、それからお父さんに当たられる方が近々こちらの方に帰られるということで３人常に耕作をされる方がいらっしゃる。それからまあ経験のある叔父さんということで、その方が指導しながらこの３人の方に耕作のやり方を教えていくということで十分な人数は確保出来るのではないかという風に判断をしております。

はい、ありがとうございました。沖田さん、今のような回答がございましたが、よろしいですか。

はい、分かりました。

他には何かございますでしょうか。

（意見、質問なし）

ないようでしたら採決に移ります。023-13の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。許可相当と認めることと決定致しました。

続いて023-14の案件、沖田委員さん、調査の結果を報告してください。

023-14の案件についてご説明致します。この案件は３条の有償の所有権移転です。この案件はちょっと私の都合で昨日、推進委員の和田保人さんとそれから譲り受け人の▼▼さんと一緒に３人で現地確認及び聞き取りをさしていただきました。で、譲り渡し人▽▽さん、それから譲り受け人が▼▼さんということで。現地をこの地図で確認していただきますと、真ん中どこに横に流れているのが出羽川になります。それから県道高見出羽線が下の方を走ってますが、これの右側が、もう少し行きますと高原地区との境になります。近くには＊＊の工場があります。そういったところになります。で、この案件の２枚の農地ですが、▽▽さんが所有は多いんですが出羽の合同会社の＋＋の方へほとんどの面積を貸し付けとしてされていますので、残りの農地の管理もなかなか難しいということで▼▼さんへ話がありまして、▼▼さんが自分が引き受けて耕作しようということで今回この案件になりました。それで▼▼さんは他にも２、３か所くらい自分で作付けをされておりますので機械等も全部揃っておりますし、問題はないと思います。家からも、すぐ家の後ろが今回の農地になりますので問題はないと思います。昨日チェックシートで確認を致しましたところ、この中にも問題はありませんでしたのでどうかよろしくお願いを致します。

はい、ありがとうございました。和田推進委員さん、補足がありましたら。

ございません。

はい、ありがとうございました。それでは今沖田委員の方からご報告がありました023-14の案件について審議に入りたいと思います。ご意見、ご質問のある方、挙手をして発言をお願いします。

ございませんか。

（意見、質問なし）

それじゃあないようですのでこれより採決に移ります。023-14の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。本件については許可相当と認めることとしました。

それでは３条関係については以上で、続いて法４条関係に移ります。議案第２号の法第４条関係について審議に入ります。最初に事務局から、本議案は２件の案件が今回提案されておりますが、２件とも事務局の方で一括してご説明をお願いします。

はい、失礼致します。議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について。今月は２件です。

申請番号024-10、農地の所在は矢上××、登記地目畑、面積71㎡、申請人は◇◇◇◇です。転用目的は樹園地です。所要面積は土地造成71㎡、樹木３本、桜の木です。転用理由については周辺の景観に遭わせて桜の木を植樹したい、です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第４条第６項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号024-11、農地の所在は阿須那××、登記地目畑、面積193㎡、同じく阿須那××、登記地目畑、面積9.63㎡、申請人は◆◆◆◆です。転用目的は住宅用倉庫、墓地及び宅地拡張です。所要面積は土地造成202.63㎡、住宅用倉庫27.9㎡、墓地9.63㎡、内墓碑1.32㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第４条第６項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

以上２件です。

はい、ありがとうございました。それでは024-10番の案件について、担当植田委員さん、ご説明をお願いします。

そうしましたら申請番号024-10番に関してご説明致します。場所は左の地図を見ていただければ一番分かりやすいと思います。その申請地の前側には＃＃＃＃の＃＃＃＃が建っております。その裏面は、ちょっと法面を上がりますと＠＠＠＠境内の敷地に当たります。それで今回の申請は、この辺り一帯は全部、ほとんど◇◇氏の所有の土地でございまして、畑やら墓地やらいろいろある位置になっております。それで以前は畑として利用していましたけども、先程言いましたように＠＠＠＠の樹木が、立木が大変に大きくなりまして日陰になってきたり、また＃＃＃＃の大きな建屋が建ったために朝日等々がなかなか当たらない状態になっていました関係で、それの後はほとんど草刈りだけをして管理していたという状態でございました。今回の申請も併せてなんですけども、令和元年の10月に土地でない証明ということで１件案件提出させていただいて許可をいただきまして、その土地については＠＠＠＠の境内に近いということで、この案件も寄進されたそうでございます。今回も実際のところそのようになる方向ではございますが、当面のところその畑の土地に桜の木を植えて景観の配慮をいうような考えで今回の申請になりました。チェックシート等を照らし合わせましたが、今のところ特に問題ないのではないかと思います。今回の申請の案件の確認ということで、19日の日に森脇推進委員さんと現地確認及び◇◇氏との面談をさせていただいて、聞き取り等々させていただきました。以上なようなことでひとつよろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。森脇委員さん。
議員さんの言われた通りで、よろしくお願いしたいと思います。

はい、分かりました。ありがとうございました。それでは024-10番の案件ですが、これより審議に入りたいと思います。ご意見、ご質問のある方、挙手して発言してください。
ございませんか。

（意見、質問なし）

それではないようですのでこれより採決に移ります。024-10番の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。それでは許可相当と認めることとしました。

続いて024-11番の案件ですが、種委員さん、お願いします。

それでは失礼を致します。申請番号024-11について説明をさせていただきます。申請内容と致しましては羽須美阿須那地区の××番、××番地の畑を申請人の◆◆◆◆さんが住宅用倉庫、墓地を新設して使うため、その時に周辺の宅地も整備を行いたいという概要です。申請地場所は地図を見てもらえばいいんですが、羽須美地域の阿須那で県道の浜田作木線に出羽川にまたがる阿須那大橋というのがあるんですが、作木側に向かって約300メートル行ったところに羽須美では数少ない＊＊＊＊という食料品店があります。その右隣の100メートル入ったところに◆◆さんところの家が位置しております。選定の理由ですが、前々から◆◆さんのお母さんが倉庫がないので倉庫が欲しいと言われたので、今回◆◆さんが作ろうかということで話を持たれました。その倉庫をやるついでにちょっと高台にあります、山の中にある墓地も新設して寄せ墓を家の近くに作り、そのついでに周りの方の宅地も整備しようと考えてやられております。これは11月の21日午前中、山根推進委員と現地を確認致しまして、当日◆◆さんに連絡したんですが広島より、どうしても都合が付かず帰られませんでした。それで妹さんが近くの口羽に嫁いでおられますので、＋＋さんというんですが、その方にも電話をしたんですがちょっと家の方におられんで出ておられまして、いろいろ電話では話を聞いて確認をしました。山根委員とはチェックシートにより確認をしましたが、何の問題もありませんでした。今回の申請、皆さんよろしくお願いを致します。以上です。

はい、ありがとうございました。山根推進委員さん、何か補足がありましたら。

特にありません。

はい、ありがとうございました。それではこれより024-11の案件について審議に入ります。これは追認案件ですかね。顛末書が付いとるいうことは追認。

はい。

この案件についてご意見ご質問のある方、挙手を挙げて発言をお願いします。

ありませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。024-11の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、それでは全会一致で許可相当と認められることと致しました。

続いて第３号議案、農地法第５条の関係案件です。事務局の方から説明をお願いします。

はい、失礼致します。

議案第３号、農地法第５条の規定による許可について、今月は７件です。

申請番号025-19、農地の所在は上田所××、登記地目田、面積1354㎡、同じく上田所××、登記地目田、面積1142㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は☆☆☆☆、譲受人は★★★★です。転用目的は養殖地です。転用理由は事業拡大に伴い養殖場の増設を行いたいため既設施設の隣接地である申請地に養殖池を新設したい、です。所要面積は土地造成2496㎡、養殖池２池、1674㎡です。この土地は第１種農地です。農用地区域除外済です。則第35条第３号により許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-20、農地の所在は戸河内××、登記地目田、面積348㎡、無償の所有権移転です。譲渡人は○○○○、譲受人は●●●●です。転用目的は個人住宅で、申請理由はUターンしたいため実家近くの申請地に住宅を建築したい、です。所要面積は土地造成348㎡、個人住宅63.76㎡、車庫30.06㎡です。この土地は第１種農地です。農用地区域除外済です。則第33条第４号により許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-21、農地の所在は市木××、登記地目田、面積16㎡、同じく市木××、登記地目田、面積11㎡です。無償の所有権移転です。譲渡人は□□□□、譲受人は■■■■です。転用目的は墓地で、申請理由は先祖代々の墓地が荒廃した山際にあり不便なため申請地に墓地を移転したいため、です。所要面積は土地造成27㎡、墓地16㎡、墓地進入路11㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域除外済です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-22、農地の所在は高見××、登記地目田、面積400㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は△△△△、譲受人は◎◎◎◎です。転用目的は個人住宅で、申請理由は実家にも近く道路からの進入も容易で利便性の高い申請地に住宅を建築したい、です。所要面積は土地造成400㎡、個人住宅76.18㎡、進入路35㎡、駐車場３台分、46㎡です。この土地は第１種農地です。農用地区域除外済です。則第33条第４号により許可出来るものと判断しております。

続きまして申請番号025-23、農地の所在は山田××、登記地目田、面積116㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は▽▽▽▽、譲受人は▼▼▼▼です。転用目的は駐車場で、申請理由は駐車場が手狭なため申請地を買い受けて駐車場として利用したい、です。所要面積は土地造成116㎡、併せて216㎡の造成を行っております。駐車場２台分です。この土地は第１種農地です。農用地区域除外済です。則第35条第５号により許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-24、農地の所在は中野××、登記地目畑、面積90㎡、有償の所有権移転です。申請理由は宅地拡張で、申請事由は申請地を買い受けて整地し自己の所有する個人住宅の敷地と一体として利用したい、です。土地造成は90㎡、合計で363.83㎡、物置22.6㎡です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。追認の案件ですので顛末書が添付されております。

続きまして申請番号025-25です。すいません、前もってなんですがすいません、訂正の方を一部させていただければと思います。権利のところで所有権移転無償とありますが、大変申し訳ございません、有償の所有権移転となっております。訂正の方お願いを致します。それとすいません、ちょっと一部エクセルの都合で◆◆◆◆さんの部屋番号、号、××号の号のところがすいません一段ずれておりますので後ろの方に付け加えていただければという風に思います。よろしくお願いを致します。申請番号025-25、農地の所在は中野××、登記地目畑、面積318㎡、有償の所有権移転です。譲渡人は◇◇◇◇、譲受人は◆◆◆◆です。転用目的は個人住宅で、申請事由は申請地を買い受け住宅を新設したい、また併せて進入路及び駐車場として利用したい、です。所要面積は土地造成318㎡、合計630.12㎡、個人住宅93.9㎡、駐車場２台分です。この土地は第２種農地です。農用地区域外です。法第５条第２項但し書きにより許可出来るものと判断しております。

以上７件です。

はい、ありがとうございました。それでは025-19号案件、服部委員さん、現地確認の報告をお願いします。

よろしくお願いします。025-11について説明をします。先週の木曜日の日に小笠原推進委員さんと２人で受け人であります★★★★さんに面談してまいりました。現地で待ち合わせをしまして状況をお伺いしてきまして、今次のページにあります地図があるんですけども、真ん中の、東西に横切っております国道の261でございますが、まあこれ通られた方は見られたことあるかと思いますが、その国道の上側にですね養殖池というかそれが、そこにはちょうど６か所丸いものがあるんですけども、そこでご承知かもしれないんですがキャビアを作っておられまして、それをちょっと事業の拡大をしたいということで。そこの一番下、斜線に入っている今回の申請地のところにですね、新たに池を増設したいということでお話をお伺いしました。作業としてはですね、この現状のところはもう完全に造成されてて高くなっとるんですが、そこから段になってましてね、下は田んぼなんですけど。まあそこを埋めて同じ高さにされるんですかということを聞いたんですけども、現状のままで池を掘って、上の肥土、それから下のキャビンを取ってですね、そこに池を２つ作られるそうです。まあ残った土で進入路というか作業道を作られるということでございました。まあ、ちょっと初めてこの、私も池の造成というのを経験したもんですからちょっと詳しいことはそれ以上お伺い出来なかったんですけども、事業の拡大ということで特に営業的な心配もなく、造成までして、埋め立てておいう大げさなものではないという状況からしてですね、十分今回の申請の中身でもとれるかなという風に考えております。以上でございます。よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。これは除外申請が出とる案件なんでその時にも掲載しとると思いますが。小笠原推進委員さん、お見えになってます。何か補足がありましたら。

ただ今の説明の通りでございますので、よろしくお願いを致します。

はい、ありがとうございました。それでは025-19の案件についてご意見ご質問を受け付けますので、挙手して発言してください。

ございませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。025-19の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願い致します。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。それでは原案通り全会一致で許可相当と認めることとしました。

続いて025-20番の案件ですが、種委員さん。

はい、失礼致します。025-20の案件について説明をさせていただきます。申請概要ですが羽須美戸河内の××番地、この水田を所有者の○○○○さんが348㎡を造成して住宅を新築したいということです。場所は先程言いました＋＋＋＋から町道の戸河内線という道路があるんですが、それを上がって高宮方面に続くんですが、その＋＋＋＋から５キロメートル行った地点に上戸河内集落というところがあるんですが、そこに位置されております。選定理由は○○○○さんの長女が結婚されておりまして、今北広島町に住んでおられます。どうしても町内に住みたいということで、いわゆるUターンですが、来たいということで、○○さん夫婦がそれじゃあ家の近くに田んぼ造成して新築しようやいうことになったそうです。この確認を11月22日日曜日午前中、山根推進委員と○○○○さん夫婦の立ち合いにより話を聞き、チェックシートを元に協議しましたが何の問題もないことを確認しております。よろしくお願いを致します。以上です。

はい、ありがとうございました。山根推進委員さん、補足がありましたら。

特にありません。

はい、ありがとうございます。それでは025-20番の案件について審議に入ります。ご意見ご質問のある方、挙手をして発言してください。

ございませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。025-20の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）
はい、ありがとうございました。許可相当と認めることと決定致しました。

続いて025-21の案件、高木委員さん、お願いします。

続きまして市木の５条の申請について報告致します。これも日高委員と22日に確認しております。今年３月の総会の時に農振地域の整備計画の除外申請で提出して承認いただいた案件です。場所等既に杭打ち等してありまして、図面等の処理も整っております。場所の説明ですね。場所は潰れました＃＃＃＃の＃＃側へずっと入っていく道の川向こうの段々畑の中段辺りの場所に当たります。この辺りまでは車が宮内の方から入って来れるような場所になっております。以上よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。日高推進委員さん、何か補足があれば。

別にありません。

はい、ありがとうございました。それでは025-21の案件について審議に入ります。ご意見、ご質問のある方、挙手を挙げて発言してください。

（意見、質問なし）

ございませんようですのでこれより採決に入ります。025-21の案件について、許可相当と賛成される方の、賛成される委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。原案通り許可相当と認めることと致します。

続いて025-22番の案件、玄羽委員さん、ご説明をお願いします。

それでは申請番号025-22につきましてご説明します。この案件はですね、11月19日に推進委員の日高甚蔵さんとお話を伺いましたが、申請人のですね、◎◎◎◎さんが都合が悪くて、お父さんの◎◎さんの方にお話を伺いました。これは、先程の説明の時も私説明しましたけども、◎◎さんの話によりますと、当初◎◎さんの住宅の前にですね、建設を予定して測量までされたということでございましたが、その際ですね、△△さんの方から話もありまして、いろいろ現場に近いところというのを熟慮されてこの申請地に決められたということでございます。周辺の農地への営農条件等に支障が生じるとこはありませんし、チェックシートに照らし合わせても問題はありません。◎◎さんのご両親も、◎◎さんの家族も、一日も早い着工を望まれておりますのでどうぞよろしくお願い致します。

はい、ありがとうございました。日高推進委員さん、補足がありましたら。

特に何もございません。

結構です。ありがとうございました。それでは今玄羽委員さんの方から報告がありました025-22の案件について審議に入ります。ご意見ご質問の方、挙手して発言をお願いします。

これさっきから全部、令和2年の11月の5日に制定条例になっとるよね。これは何月、除外申請は何月。3月に委員会でやったらこの日付で条例になるんかいね。

失礼致します。今回の分につきましては3月のになっております。

はい、ありがとうございました。025-22の案件について、ご意見ご質問ございませんか。

（意見、質問なし）

ないようですので採決に移ります。025-22の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で許可相当と認めることに致しました。
続いて025-23の案件、沖田委員さん、報告をお願いします。

025-23の案件についてご説明致します。５条の有償の所有権移転の案件でございます。これは先程３条で出ました譲り渡し人、それから譲り受け人、両方とも３条で出ました▽▽さん、▼▼さんになります。この案件も昨日、推進委員の和田保人さんと譲り受け人の▼▼さんとで現地確認、並びに聞き取りをさせていただきました。これ駐車場、現在▼▼さんがもう駐車場として使われております。これ▼▼さんにちょっとお聞きしたんですが、▼▼さんのお父さんがまだおられる時に、平成20年頃、今からもう10数年前に出羽川の拡張工事がありまして、その時にそこが残土置き場となって、そのまんまそこを残土を広げて駐車場として使わせてもらっていたということです。それで今回３条の時に出ました農地の移転のことでいろいろ調べられましたら、そこの駐車場にしておる土地が農地ということが分かりまして、今回５条ということで３月にも農振除外の申請の時にですね、させていただきましたが、今回買わせてもらうということで、大変申請をせずにしていたことは大変申し訳ないということで今回申請を出されました。どうぞよろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。和田推進委員さん、補足がありましたら。

特にございません。

はい、ありがとうございました。これより審議に移ります。ご意見、ご質問のある方、挙手して発言していただきたいと思います。

これは追認案件いうことでもうこういう風になってるんだろうと思います。それでこの書類的なもんなんですけどもね、チェックシートなんかで適当な面積いう表現で書いてあると思うんですけど、この追認処理で216㎡の駐車場２台分いうのはどうなんだろうかいう気がせんでもないんですが。その現場を見てないんでどういう状態か分かりませんけども、どうなんでしょう。

先程ちょっとチェックシートのこと言い洩らしましたが、チェックシートの２番の一般基準の転用面積が申請に係る事業目的からみて過大ではないか、ということで、そのことも昨日推進委員の和田さんと▼▼さんとチェックシートの確認を致しました。で、▼▼さんが言われるには今は建物も何も、車庫も建っていないんですが、いずれはここへ車庫を建ててそれで２台入れたいということで。それからの話で言いますと現地を見た感じでは特別広い面積ではなかったかと思いますが。この地図で見ていただきますように片側がちょっと狭くなって、道路へ向けて土手みたいなの、畦畔みたいなのが付いてますんで建物建てるにはこれくらいの面積が必要じゃないかと思いましたが。以上です。

事務局に確認ですが、さっきからね、土地造成これ116㎡になってますよね、それでかっこ書きで216㎡と、さっきからの案件でもあったんですが、これはどういう、この数字の違いっていうのはどういう意味合いが。

失礼致します。かっこ書きの部分につきましては農地の部分以外の、すべての工事にかかる部分の面積を記入をしています。今▼▼さんの案件につきましては116㎡というのが農地の面積、であわせたの、ここから引きますと100㎡部分が雑種地、その他、宅地部分だと思いますが、の100㎡をあわせて216㎡ですいう記載の仕方をしております。実際先程沖田委員さんの方からありましたように、216㎡ありながら形としたら台形、三角形に近い農地の部分と足したもので台形の形ということで、ちょっとまあ変則的な形にもなっております。で、一段高くなっておって土羽部分、傾斜の部分も付いておりますので有効面積としたらもう少し小さな部分となってくると。それから後は駐車場の部分だけではなく、やはりまあ車等落ちてはいけませんので植木等が若干植えられておったのではないかと記い憶はしておりますので、そういった部分では面積が広く感じるところではありますが、駐車場としたら２台程度のものしか置けない状態とのことでございました。以上です。

これはおそらく法面も含めた面積を言っとるんだと。

だけども足して216㎡の駐車場いうことになるんだと思うんですよ。この表現では。それでいいのかっていうことでちょっと気になったんで聞いただけです。

今事務局から説明とか、担当委員さんから説明の方がありましたけども、それでいいです。

いいですよ。

他にご意見ございますか。

（意見、質問なし）

ないようですので採決に移ります。025-23の案件について、許可相当と評価される委員さんの挙手をお願い致します。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全会一致で許可相当と認めることと致します。

続いて025-24番の案件ですが、日野委員さん、ご報告をお願いします。

それでは025-25番の、すいません24番の所有権移転についてのご説明を致します。17ページのちょっと地図を見ていただければ現地が分かるかと思いますが、左側の地図でなんか大きい道路がありますがこれが県道浜田作木線、中野地区に当たります。道路の左手、中野方面から矢上方面に向かったら＠＠＠＠がございまして、次の四差路の交差点に＊＊＊＊があります。そこから、中野方面から矢上方面に向かって約200メートルくらい行ったところに、右折したところに現地がございます。この現地確認でございますが、この11月の20日月曜日、＋＋土地管理調査士さんの立ち合いの元で上田義徳推進委員さんと共に現地確認さしていただきました。譲り渡し人◇◇◇◇さんからの、そして受け人の▲▲▲▲さんへの案件でございますが。元々▲▲さんはここに住まれておりまして、お父さんは昔＃＃＃＃の治療院をやっておられまして、結構お客さんも来ておられたようでございます。そしてお父さんが亡くなられた後家を解体されて、現在更地になっております。この斜線部分の地図を見てもらいますと長細い土地がございますが、これが現在申請されてます畑としても90㎡でございます。▲▲▲▲さんにお話をお聞きしましたところ、この斜線、長方形の斜線部分90㎡は今まで登記されていなかったということでお話をお聞きしました。ということで大変申し訳なかったということでございますが、この長方形のちょうど線がひっぱってありますところ、下の部分と上の部分がちょっと、今現在高さが約１メーター20センチくらいあります。とてもまあ元に戻すようなことは出来ませんので、今回登記をして所有権移転をしたいということですのでどうかこの案件につきましてよろしくお願いしたいと思います。以上でございます。
はい、ありがとうございました。上田推進員さん、補足がありましたら発言してください。
特にありません。

はい、ありがとうございました。それではただいま日野委員さんの方からご説明の補足がありました025-24の案件について、これより審議に入りたいと思います。ご意見、ご質問のある方、挙手を挙げて発言をお願いします。

ございませんでしょうか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。025-24の案件について、許可相当と認められることに賛成する方の、賛成する委員さんの挙手を求めます。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。原案通り本件については許可相当と認めることと決定致します。

続いて025-25号の案件について、引き続き日野委員さんのご報告をお願いします。

はい、それでは先程に続きまして第５条、025-25番の所有権移転について説明を致します。譲り渡し人◇◇◇◇さんから◆◆さんへの譲渡でございます。これも先程ご説明しましたように、11月の20日金曜日、＋＋家屋調査士さんの元でいろいろ説明をしていただきましてお話をお聞きしました。◇◇◇◇さんは矢上の方でございまして、お母さんの里がここのお家におられたということでございまして、現在もうお家を解かれて更地になっております。それで矢上に嫁がれたお母さんもかなり、何年か前に亡くなられて今この土地の名義が◇◇さんということになっております。そして＋＋家屋調査士にお聞きしましたところ、今回世話をされたのを、＋＋さんが世話をされたということで、今回◆◆さんに、◇◇さんが◆◆さんへという風に話があったそうでございます。この後申請地を買い受けて住宅を新築したいということでございましたので、よろしくお願いを致したいと思います。11月20日に上田推進委員さんとも現地確認を致しまして別に問題はないかと思いますのでよろしくお願いします。以上です。

はい、ありがとうございました。上田推進委員さん、何か補足がありましたら。

特にありません。

はい、ありがとうございました。それでは025-25の案件について審議に移ります。ご意見、ご質問のある方、挙手して発言をお願いします。ございませんか。

ちょっと今話が出ておりますが、これ土地造成が318㎡で、農地と、農地がまあ318㎡ほど造成するいうことなんだろうけど、全体で360㎡言ったらまあちょっと、かなりの面積、100坪、200坪近くなるんか。これはやっぱり、法面がかなりあるんか。

あの、竹藪が、孟宗竹の。後ろへ。この土地斜線部分の、斜線部分から倍くらいはありますかね、孟宗竹が。それが生えてるからの数量だと思います。

他にどなたかご質問ありませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。025-25の案件について、許可相当と認められる委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。本件について許可相当と認めることとしました。

それでは今日はこれまでの許可案件も結構あります。あとまだかなりの案件がありますので、その他の項目もありますので、ここで３時まで、約10分間の休憩を取りたいと思います。

～休憩～

続いて４号議案の、基盤強化法第19条、農用地利用集積計画の公告についてですが、今月は28件、今月は28件あります。これはまあ再設定が結構多いんですけども、一応みなさん目を通していただいて、気になるところありましたら挙手して発言してください。特に説明することは、一件一件について採決をすることはありませんので、みなさん目を通していただいて気になることあれば発言してください。
一番最初の案件なんだけど、02-23の案件で、農地は下口羽にあって、利用権設定するのは三次の＃＃さんいう人なんだけど、これは通うて通えん範囲じゃないとは思うんだけど、現状耕作面積が何もないんだけど、これは農業の経験がある、機械はみな持っとってんかいね。

とりあえずそのようには聞いてます。で、こちらの方にはその情報は入っていませんので、書くことは出来ないので、空白の状態ということにしております。まあ道挟んだ反対側ですので、耕作はされとられるとは聞いております。

だからこれ三次では農業の実績があるということだね。

はい、そういう風に伺っております。

大変申し訳ございません、住所ですが＠＠××、＠＠さん。

何かみなさん、ございますか。

（意見、質問なし）

ないようでしたら４号議案の基盤強化法第19条についての案件になっておりますが、これを了承される方、挙手をお願い致します。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。

続いて、今月は２条、法２条の農地でない、非農地証明の申請が２件出ております。これを、申請番号６番について日野委員さん。事務局の方から説明をお願いします。

はい、失礼致します。議案第５号、農地法第２条の規定による農地以外の土地の証明について、今月は２件です。

申請番号６、土地の所在は中野××、登記地目畑、判定地目山林原野、面積318㎡、申請人は□□□□です。申請理由は父の死去に伴い30年以上管理が出来なくなり雑木等が繁茂している、です。

続きまして申請番号７、土地の所在は中野××、登記地目畑、判定地目山林原野、面積19㎡、申請人は◇◇◇◇です。申請理由は昭和40年代から管理が出来なくなり竹木等が繁茂している、です。

以上２件です。

それでは、２件とも日野委員さんの案件なんですが、６番の案件から日野さん、報告をお願いします。

それでは農地法第２条の農地でない土地の証明について、申請番号６番からご説明致します。先程第３条の方で一応説明をしました、場所は中野地区でございまして、申請人は現在福岡にお住いの□□□□さんからの申請でございます。現在もうお家の方は空き家になっている状況でございます。お父さんが亡くなられて30年以上管理が出来ておりません。これもやはり11月20日に上田推進委員さんと＊＊司法書士さんと現地確認を致しましたところ、とても復元いうのは難しくなっております。まあかなり大きな雑木あるいは雑草等も繁茂している状況ですので復元、畑には難しいという風に判断を致しましたのでどうぞよろしくお願いを致します。以上です。
はい、ありがとうございました。上田推進委員さん、補足がありましたら。

説明の通りです。よろしくお願いします。

はい、ありがとうございました。それでは５号議案の申請番号６番について審議に移ります。ご意見ご質問のある方、挙手を挙げて発言してください。

ございませんか。

（意見、質問なし）

ないようですのでこれより採決に移ります。申請番号６番の案件について、許可相当と認める方、非農地証明に該当すると判断する農業委員さんの挙手をお願いします。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。全員賛成で非農地証明を発行することについて了承と認めることと致します。

続いて７号、申請番号７番について、同じく日野委員さんのご説明をお願いします。

はい、それでは失礼します。非農地証明についてご説明致します。次のページをはぐっていただきまして、先程の５条申請の24、25でご説明致しました斜線部分、地図を見ていきますとそこからちょっと上に上がったところに位置するところでございます。この現地確認を致しましたところかなりの竹木が立っておりまして、孟宗あるいは破竹の竹がかなりありまして、とても40年くらいから管理をしなくなっておるということを確認しましたので、７番の案件につきましてもどうか了承の程をご理解いただきたいと思います。よろしくお願い致します。以上です。

はい、ありがとうございました。上田推進委員さん、補足ございますか。

特にありません。

はい、ありがとうございました。それじゃあ７番の案件について、審議に入ります。ご意見のある方、挙手して発言をお願いします。

（意見、質問なし）

ございませんようですので、これより採決に移ります。５号議案の申請番号７番について、非農地証明の発行について異議なしと判断される議員さんの挙手を求めます。

（全員挙手）

はい、ありがとうございました。それでは原案通り承認するということに致します。

続いて報告の第１号です。農地法３条の３、相続等による権利移動の案件ですが、これについては公告の規定は、文章の定刻は報告になってますのでみなさんは目を通していただいて、特に裁決に回すことはありませんが一応目を通していただきたいと思います。

（意見、質問なし）

それでは次に進ませていただきます。

（その他）

（1） 邑南町農業振興に関する意見書・具体的項目について

（2） 農業委員会法改正５年後調査について

（3） 研修について

（4） 事務連絡、その他

次回の総会は、12月21日（月）13：30からでお願いします。
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